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市
で
は
、
稚
内
北
星
学
園
大
学
に
入
学
す
る
方
や

在
学
し
て
い
る
方
に
対
し
、
２
つ
の
支
援
制
度
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
同
大
学
へ
進

学
す
る
方
々
を
応
援
す
る
制
度

で
、
月
額
２
万
５
千
円（
年
間

３０
万
円
）の
育
英
金
を
大
学
在

学
中
の
４
年
間
支
給
し
ま
す
。

　

支
給
で
す
の
で
、
返
還
の
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

対
象
／

�

市
内
の
高
校
（
保
護
者
が
市

内
在
住
で
あ
れ
ば
市
外
の
高

校
で
も
可
）
を
卒
業
見
込
み
、

ま
た
は
卒
業
後
２
年
以
内
で
、

次
の
要
件
を
全
て
満
た
す
方

・
同
大
学
に
入
学
が
確
実
な
方

・�

学
業
成
績
が
優
秀
で
性
行
が

善
良
で
あ
る
こ
と

・�

経
済
的
な
理
由
に
よ
り
修
学

が
困
難
で
あ
る
こ
と

支
給
金
額
／

月
額
２
万
５
千
円

※�

５
月
と
１１
月
に
半
年
分
ま
と

め
て
支
給
し
ま
す
。

支
給
期
間
／
４
年
間

申
請
方
法
／

�

申
請
書
等
の
必
要
書
類
を
申

請
期
間
内
に
市
教
育
総
務
課

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
年
間
３０
万
円
を
支
給

「
稚
内
市
大
学
育
英
金

支
給
制
度
」

�

大
学
育
英
金
支
給
選
考
会
で

支
給
者
の
選
考
を
行
い
、
通

知
し
ま
す
。

申
請
期
間
／

�

１２
月
２
日
（
月
）
～

令
和
２
年
３
月
３１
日
（
火
）

▼�

稚
内
市
大
学
修
学
資
金
貸
付

制
度

　

こ
の
制
度
は
、
同
大
学
に
通

う
方
に
、
対
象
年
度
の
授
業
料

相
当
分
を
無
利
子
で
お
貸
し
す

る
も
の
で
す
。

対
象
・
貸
付
条
件
／

・�

本
市
に
住
民
登
録
し
て
お
り
、

同
大
学
に
在
学
中
、
ま
た
は

入
学
が
確
実
な
方
（
本
市
出

身
で
な
く
て
も
、
住
民
票
を

移
す
こ
と
で
利
用
可
能
）

・
連
帯
保
証
人
が
２
人
必
要

�（
保
護
者
の
ほ
か
、
も
う
１

人
は
条
件
あ
り
）

貸
付
限
度
額
／

　

�

１
年
間
の
授
業
料
を
上
限
と

し
ま
す
。

※�

貸
付
利
息
は
市
が
負
担
し
ま

す
。

（
た
だ
し
、
返
還
時
の
延
滞
利

　

息
は
除
き
ま
す
）

申
請
期
間
／

・�

１
年
生
…
入
学
す
る
前
年
の

１２
月
～
５
月
末
ま
で

・�

２
年
生
以
降
…
４
月
～
５
月

末
ま
で

問
い
合
わ
せ
／

�

市
教
育
総
務
課
総
務
管
理
グ

ル
ー
プ

☎
２
３
‐
６
５
１
８

稚
内
北
星
学
園
大
学
の

学
生
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す

　

市
で
は
、
後
期「
稚
内
学
」講

座
の
受
講
生
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

対�

象
／
稚
内
市
民
の
方

※�

た
だ
し
、
定
員
に
余
裕
が
あ

る
場
合
は
、
市
外
の
方
で
も

受
講
で
き
ま
す
。

定
員
／
各
講
座
３０
名

受
講
料
／
無
料

講�

座
及
び
場
所
／

　

下
の
表
の
と
お
り
で
す
。

申�

し
込
み
方
法
／

�

事
前
に
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

メ
ー
ル
に
て
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

※�

複
数
回
分
ま
と
め
て
申
し
込

み
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※�

定
員
に
達
し
て
い
な
い
場
合

は
当
日
会
場
で
も
受
付
が
可

能
で
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／

�

市
社
会
教
育
課
社
会
教
育
グ

ル
ー
プ

　

☎
２
３
‐
６
５
２
０

　

Fax
２
２
‐
７
９
１
３

�syakyou@
city.w

a
kkanai.lg.jp

最
北
の
歴
史
・
文
化
・
産
業
を
知
る

「
稚
内
学
」
受
講
生
募
集

①

日時／ 11月9日（土）15時〜 17時　会場／稚内市樺太記念館

特別講座　〜令和元年度稚内市樺太記念館講座�その2〜

　「戦前〜戦後の宗谷・樺太」
講師：郷土史家�西

にし

谷
や

�榮
えい

治
じ

�氏
トークセッションゲスト：斉

さい

藤
とう

マサヨシ�氏、濱
はま

谷
や

�悦
えつ

子
こ

�氏、片
かた

山
やま

�きみゑ�氏

②

日時／ 11月16日（土）15時〜 17時　会場／稚内市樺太記念館

特別講座　〜令和元年度稚内市樺太記念館講座�その3〜

　「古代〜近代の宗谷・樺太」
講師：オホーツクミュージアムえさし館長�高

たか

畠
ばたけ

�孝
たか

宗
むね

�氏
　　　礼文町教育委員会主任学芸員�藤

ふじ

澤
さ わ

�隆
たか

史
し

�氏

③

日時／ 12月7日（土）17時〜 18時　会場／稚内赤れんが通信所（恵北）

特別講座　赤れんが講話〜その9〜

　「戦前における稚内の歴史的建造物」
講師：日本建築学会北海道支部歴史意匠専門委員�中

なか

渡
わたり

�憲
のり

彦
ひこ

�氏
※  16時から市役所前からマイクロバスを運行します。（要予約）

「ごみ」を減らす選択を！
No.10

問い合わせ／市くらし環境課衛生グループ
　　　　　　☎23‐6437

S
ス ト ッ プ

TOP！『過
か

剰
じょう

包
ほ う

装
そ う

』

『塵
ちり

』も積もれば「山
やま

」となる

包装の少ない商品を選ぶこと

　包装のほとんどがリサイクルできますが、100％
はリサイクルできず、リサイクルするにも多大なエ
ネルギーを必要とします。本市の「容器包装プラス
チック」の排出量は年間 300 トンを超えています。
たった数グラムの包装も、捨て続けるとこれだけの
量になります。

　「過剰包装」という言葉を知っていますか？文字通
り、商品を必要以上に包装することをいいます。
お菓子で例えるなら、
1. 外装フィルム
2. 紙製の箱
3. お菓子を並べるトレー
4. 個別包装

　製造・販売する方々は包装を減らす方法を考え、私
たち消費者は包装されていない果物や野菜などの「ノ
ントレー商品」を選び、プレゼント包装などの際には、
過度な物にならないよう、気をつけましょう。
　一人ひとりの細かな意識が大切です。皆さんのご協
力をお願いします。

　衛生的ではありますが、
中には必要のない「包装」
も多くあります。


